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福
島
の
子
ど
も
た
ち
・
パ
ネ
ル
展　
８
月
23
日
～
25
日
生
駒
セ
イ
セ
イ
ビ
ル
２
Ｆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
島
の
子
ど
も
た
ち
・
パ
ネ
ル
展　
８
月
１
日
～
６
日
せ
せ
ら
ぎ
ホ
ー
ル
、
８
月
７
日
～
11
日
は
ば
た
き
ホ
ー
ル

映
画
「
わ
す
れ
な
い
　
ふ
く
し
ま
」監
督

四
ノ
宮　

浩

上
映
　
8
月
25
日(

日)

13
時
か
ら

場
所
　
生
駒
セ
イ
セ
イ
ビ
ル
市
民
ホ
ー
ル

7 月 28日 ( 日 )

4 月 14 日オープン。旧県立耳成高校跡地。
全国最大級の農産物直売所。

　　昨年、桃ツアーは湯浅しらす・廣川の堤防を見学

費　用　：大人4000円（昼食代含む）

締め切り：７月 12日（金）

連絡先　：市民オフィス（71-7700）

行　程　：生駒駅前⇒ ”もも生産者 ”の
倉庫⇒めっけもん農産物直売所⇒五條市
食事⇒重要伝統的建造物群保存地
区・五條市新町見学⇒橿原市 ”まほ
ろば ”農産物直売所⇒生駒駅前

こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人
権
は
、　

　

憲
法
11
条
に
は
、
国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的
人
権

の
享
有
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障

す
る
基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の

権
利
と
し
て
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
与
へ
ら
れ
る
。

　

憲
法
97
条
に
は
、
こ
の
憲
法
が
日
本
国
民
に
保
障
す

る
基
本
的
人
権
は
、
人
類
の
多
年
に
わ
た
る
自
由
獲
得

の
努
力
の
成
果
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
権
利
は
、
過
去

幾
多
の
試
錬
に
堪
へ
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
対
し
、

侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
信
託
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

　

現
憲
法
が
、
最
高
法
規
の
章
に
再
度
、
基
本
的
人
権

の
条
項
を
持
っ
て
き
た
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？ 

　

基
本
的
人
権
は
、
不
可
侵
か
つ
永
久
の
権
利
で
あ
り
、

か
つ
、
い
ま
生
き
て
い
る
「
現
在
の
国
民
」
だ
け
に
保

障
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
「
将

来
の
国
民
」
へ
の
視
座
が
あ
り
ま
す
。 

　

特
に
97
条
は
、
基
本
的
人
権
が
、
人
類
の
自
由
獲
得

の
努
力
の
産
物
で
あ
る
と
い
う
歴
史
性
に
言
及
し
て
い

ま
す
。「
過
去
幾
多
の
試
練
に
堪
へ
」
と
は
、
各
種
の

全
体
主
義
に
よ
る
自
由
と
民
主
主
義
に
対
す
る
攻
撃
や

圧
迫
に
対
す
る
抵
抗
と
、
そ
れ
を
守
り
続
け
て
き
た
努

力
の
か
た
ち
を
指
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
歴
史
へ
の
眼

差
し
は
、
97
条
の
特
徴
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。　

自
民
党
の

新
憲
法
案
で
は
、
そ
の
97
条
が
削
除
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

我
々
が
保
有
す
る
自
由
権
及
び
人
権
を
維
持
す
る
義
務
、

そ
れ
を
「
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
」
利
用
す
る
責
任
と
濫

用
の
禁
止
が
書
か
れ
た
12
条
、「
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い

限
り
」
に
お
い
て
「
個
人
の
尊
重
」「
生
命･

自
由
・
幸
福

追
求
権
の
尊
重
」
が
規
定
さ
れ
た
13
条
に
対
し
て
、
上
記

憲
法
案
で
は
、
と
も
に
「
公
共
の
福
祉
」
を
改
変
し
、
政

府
や
国
会
が
定
め
た
法
律
な
ど
に
よ
る
「
秩
序
」「
公
益
」

を
優
先
し
、「
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
」
よ
り
更
に

限
定
的
に
、
か
つ
政
府
の
恣
意
的
に
国
民
の
基
本
的
人
権

を
制
限
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

以
上
の
改
変
を
容
易
に
す
る
の
が
、
昨
今
の
憲
法
96
条

の
憲
法
改
正
要
件
の
緩
和
で
す
。
96
条
の
緩
和
を
許
し
て

は
な
り
ま
せ
ん
。 

　

こ
の
夏
、
重
要
な
選
択
の
前
に
、
是
非

103
条
か
ら
な
る

我
が
国
の
憲
法
各
条
文
に
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
現
在
を

生
き
る
我
々
、「
将
来
の
国
民
」
で
あ
る
こ
れ
か
ら
生
ま
れ

来
る
ま
だ
見
ぬ
子
ど
も
た
ち
へ
思
い
を
馳
せ
て
く
だ
さ
れ

ば
幸
甚
で
す
。 

　

皆
様
の
憲
法
に
対
す
る
ご
意
見
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。                                                                                                             

　
　
生
駒
フ
ォ
ー
ラ
ム
編
集
委
員
会
　

　
　
　
代
表
編
集
委
員
　
高
柳
忠
夫
（
奈
良
県
会
議
員
）

今、憲法を考える　知ってください、憲法 97条。
選択の夏　　岐路に立つ憲法　－護憲の立場から－

道の駅&五條新町 (重要伝統的建造物群保存地区)&ももツアー
　

夏
、恒
例
の
「
道
の
駅
&
も
も
ツ
ア
ー
」

の
案
内
で
す
。

　

昨
年
は
「
湯
浅
の
お
醤
油
、
本
場
の
シ

ラ
ス
」「
稲
む
ら
の
火
」
で
有
名
な
廣
川

町
の
津
波
防
災
教
育
セ
ン
タ
ー
の
見
学
を

「
も
も
ツ
ア
ー
」
で
行
い
ま
し
た
。

　

今
企
画
は
、
も
も
の
生
産
者
を
訪
ね
る

の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
五
條
市
新
町
の

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
地
元

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
案
内
で
、
江
戸
・
明

治
時
代
、
昭
和
の
初
期
の
町
並
み
、
五
新

鉄
道
の
鉄
橋
な
ど
見
学
と
４
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
奈
良
県
で
初
の
本
格
的
な
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
西
日
本
で
最
大
の

売
り
場
面
積
を
有
す
る
農
産
物
直
売
所
を

訪
問
。
是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

募
集

集合時間　午前８時（厳守）

５月 25 日さつまいも苗 1150 株植えました
小学校へ入学前の子どもたちが「土に親しむ」さつまいも植えを体験
しました。秋の収穫期にはご家族、子ども会の参加歓迎です。

五月晴れの下、さつまいも植え。お母さんと一緒に
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始
め
よ
う
！
生
駒
で
ピ
コ
発
電

ア
ス
ベ
ス
ト
・
無
届
け
解
体
に
県
議
会
が
動
く

　

毎
日
子
ど
も
た
ち
が
通
う
通
学
路
で
、
大
規
模
な
建
設
会
社
倉
庫
の
無

届
の
解
体
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
市
民
か
ら
の
通
報
に
、
県
土
木
事
務

所
は
、
１
年
以
上
放
置
し
て
い
る
と
、
高
柳
忠
夫
議
員
が
予
算
委

員
会
で
追
求
。

　

建
物
の
解
体
時
で
の
石
綿
飛
散
を
さ
せ
な
い
た
め
の
県
の
具
体
的
な
取

り
組
み
を
求
め
て
、
全
国
で
も
初
め
て
の
百
条
委
員
会
と
し
て
「
倉
庫
の

無
届
解
体
問
題
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
、
６
月
24
日
に
委
員
会
と
し

て
の
最
終
の
報
告
（
無
届
け
解
体
の
発
注
者
・
受
注
者
に
対
し
て
の
告
発
・

法
令
遵
守
の
徹
底
、
無
届
け
解
体
を
許
さ
な
い
土
木
事
務
所
の
体
制
強
化

な
ど
）
さ
れ
ま
す
。

　

今
、
石
綿
が
大
量
に
使
わ
れ
て
い
た
時
代
に
建
て
ら
れ
た
建
物
が
解
体

の
時
に
き
て
お
り
、
大
き
な
公
害
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
王
寺
町
や
斑
鳩
町
に
あ
る
石
綿
工
場
周
辺
で
、
中
皮
腫
や
石
綿

プ
ラ
ー
ク
で
健
康
被
害
を
受
け
て
い
る
住
民
が
数
多
く
い
る
こ
と
が
環
境

省
の
調
査
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

石
綿
工
場
周
辺
で
住
民
が
環
境
暴
露
に
よ
る
健
康
被
害
の
実
態
や
原
因

に
迫
る
調
査
す
る
よ
う
、
県
議
会
で
訴
え
、
工
場
か
ら
１
㎞
内
で
石
綿
暴

露
歴
の
あ
る
全
て
の
住
民
の
健
康
実
態
を
調
べ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

石
綿
に
関
連
す
る
環
境
・
健
康
問
題
の
ご
相
談
は
市
民
オ
フ
ィ
ス
ま
で

　　

公
共
交
通
条
例
案
が
６
月
議
会
で
、
上
程
可
決
さ
れ
る
と
、
全
国
都
道

府
県
で
初
の
公
共
交
通
を
確
保
す
る
た
め
の
条
例
が
成
立
し
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
公
共
交
通
、
特
に
バ
ス
利
用
者
の
減
少
に

よ
り
、
採
算
性
の
低
い
バ
ス
路
線
の
休
廃
止
や
減
便
が
進
む
な
ど
生
駒
市

を
含
む
平
野
部
も
含
め
、
県
内
全
域
で
公
共
交
通
機
関
の
空
白
区
域
が
広

が
り
、「
買
い
物
難
民
」
と
い
っ
た
日
常
生
活
に
お
け
る
移
動
が
困
難
な

状
況
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。　

　

条
例
は
、
県
民
が
健
康
的
で
文
化
的
な
日
常
・
社
会
生
活
を
営
む
た
め

の
交
通
手
段
の
確
保
の
た
め
に
①
県
は
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
公
共
交
通

施
策
を
推
進
す
る
責
務
が
あ
り
、
②
そ
の
施
策
の
推
進
に
県
、
市
町
村
、

公
共
交
通
事
業
者
、
県
民
が
連
携
・
協
働
す
る
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

未
だ
に
、
国
の
公
共
交
通
基
本
法
が
策
定
さ
れ
な
い
中
、
ま
た
何
事
も

他
県
横
並
び
か
、
遅
れ
て
の
対
応
し
か
出
来
て
い
な
か
っ
た
奈
良
県
に
お

い
て
議
会
発
議
に
よ
っ
て
「
条
例
」
が
成
立
す
る
こ
と
は
、
全
国
初
で
画

期
的
な
も
の
で
す
。
高
柳
忠
夫
県
会
議
員
（
公
共
交
通
特
別
委
員
会
委
員
、　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奈
良
県
交
通
政
策
議
員
懇
談
会
会
長
）

・いわき市に疎開している広野中のあるクラスで

・原発から 3 キロ双葉町商店街の看板

・被災者を勇気づける三春町の滝桜

・三春町の工場跡に避難している富岡中学校

・双葉郡浪江町の「エム牧場浪江農場」

・鹿島小学校内には小中三校が避難している

・原発から 14㎞、警戒区域の中、毎日えさをあたえる

・広瀬要人飯舘村教育長と対談する高柳忠夫県議

　「
わ
す
れ
な
い
　
ふ
く
し
ま
」
上
映
会
　
さ
よ
う
な
ら
原
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
開
催
し
ま
す
！

　

昨
年
１
月
に
開
催
し
皆
様
に
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
い
た
「
さ
よ
う
な

ら
原
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
一
弾
『
祝
の
島
』
上
映
会
」
に
引
き
続
き
、
そ

の
第
二
弾
と
し
て
、
四
ノ
宮
浩
監
督
の
「
わ
す
れ
な
い
　
ふ
く
し
ま
」
の

上
映
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

震
災
後
２
年
の
節
目
に
あ
た
っ
て
放
映
さ
れ
た
震
災
関
係
の
特
別
番
組

に
は
、「
感
動
話
」
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
映
画
は
そ
の
正
反
対
の
内
容
で
す
。
全
村
避
難
を
強
い
ら
れ
た
飯

舘
村
の
人
々
の
そ
の
後
の
重
た
く
、
そ
し
て
生
々
し
い
現
実
を
伝
え
ま
す
。

震
災
前
に
は「
日
本
一
美
し
い
村
」と
評
さ
れ
た
村
が
、そ
こ
に
住
ま
う
人
々

が
、
ど
う
壊
れ
て
い
く
か
を
克
明
に
カ
メ
ラ
は
追
い
ま
す
。

　

日
々
の
忙
し
さ
の
中
で
忘
れ
が
ち
で
、
ま
た
距
離
的
に
も
離
れ
た
こ
こ

奈
良
に
あ
っ
て
、
こ
の
現
実
が
ま
だ
進
行
中
で
あ
る
こ
と
を
思
い
起
こ
さ

せ
て
く
れ
る
映
画
で
す
。

　

そ
し
て
そ
の
根
源
の
原
因
、『
原
発
』
に
つ
い
て
今
一
度
、
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。「
わ
す
れ
な
い
　
ふ
く
し
ま
」
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　

時
：
８
月
25
日
（
日
）　

12
：
30
開
場　

場　

所
：
生
駒
セ
イ
セ
イ
ビ
ル　

１
Ｆ　

文
化
ホ
ー
ル

協
力
券
：
一
〇
〇
〇
円

主　

催
：
生
駒
フ
ォ
ー
ラ
ム　

　

震
災
発
生
直
後
の
写
真
か
ら
、
今
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
わ
ら
れ
て
い

る
方
々
が
そ
の
後
の
状
況
等
を
写
真
資
料
と
し
て
展
示
し
ま
す
。
お
近
く

の
展
示
会
場
に
足
を
お
運
び
、
被
災
地
に
思
い
を
馳
せ
て
下
さ
い
。

　

①
日
時
：
８
月
１
日
（
木
）
～
６
日
（
火
）
※
8/5
は
休
館

　
　

場
所
：
生
駒
市
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー　

せ
せ
ら
ぎ　

　

②
日
時
：
８
月
７
日
（
水
）
～
11
日
（
日
）

　
　

場
所
：
生
駒
市
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー　

は
ば
た
き

　

③
日
時
：
８
月
23
日
（
金
）
～
25
日
（
日
）　　

場
所
：
生
駒
セ
イ
セ
イ

ビ
ル　

2F
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
※

8/25
は
ホ
ー
ル
前
）

東
日
本
大
震
災
復
興
写
真
展
　
開
催

　

去
る
６
月
13
日
午
前
６
時
市
民
オ
フ
ィ
ス
事
務
所
を
出
発
、

岐
阜
県
郡
上
市
白
鳥
町
石
徹
白
へ
。
出
発
し
て
４
時
間
後
、

白
山
中
居
神
社
に
到
着
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
す
ら
ぎ
の
里
い
と
し
ろ
」

の
久
保
田
正
則
理
事
長
と
お
会
い
し
ま
し
た
。

　

石
徹
白
は
イ
ザ
ナ
ミ
・
イ
ザ
ナ
ギ
や
く
く
り
姫
と
い
う
神

話
上
の
話
か
ら
始
ま
り
、
ま
た
中
世
に
は
白
山
信
仰
が
広
ま

り
、
多
数
の
参
拝
者
が
訪
れ
た
由
緒
あ
る
聖
地
で
す
。
境
内

は
ど
こ
も
樹
齢
一
千
年
以
上
の
杉
が
立
ち
並
ん
で
い
て
荘
厳

な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
石
徹
白
は
過
疎
化
が
進
ん
で
お
り
、「
小
水
力
発

電
は
ま
ち
お
こ
し
の
起
爆
剤
で
も
あ
る
。
実
際
に
多
数
の
団

体
・
個
人
が
連
日
小
水
力
発
電
の
見
学
に
訪
れ
て
お
り
、
６

月
だ
け
で
も
百
名
を
越
え
る
。
そ
の
半
分
で
も
地
元
で
飲
食
・
宿
泊

し
て
く
れ
れ
ば
地
元
が
潤
う
。
ま
た
地
元
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い

「
Ｉ
タ
ー
ン
」
や
「
Ｕ
タ
ー
ン
」
希
望
者
を
呼
び
込
み
た
い
。」
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

農
水
路
を
利
用
し
た
ら
せ
ん
型
の
ス
ク
リ
ュ
ー
を
回
転
さ
せ
発
電

す
る
タ
イ
プ
（500
Ｗ
）、
水
車
タ
イ
プ
（750

Ｗ
）、
道
路
脇
の
側

溝
に
固
定
し
た
一
番
小
さ
い
ら
せ
ん
型
タ
イ
プ
（3

～10

Ｗ
）
と
、

住
宅
一
軒
分
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
灯
１
灯
分
ま
で
の
３
種
の
水
力
発
電
機

を
見
学
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
潤
沢
な
白
山
の
雪
解
水
で
水
量
が

豊
富
な
石
徹
白
と
生
駒
市
と
の
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、理
事
長
曰
く
、

「
や
り
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
、
ひ
と
つ
の
核
に
な
る
も
の
を
作
る

こ
と
。
進
め
て
い
け
ば
そ
の
場
所
に
適
し
た
も
の
を
必
ず
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
。」
と
も
。

　

ピ
コ
発
電
研
究
会
次
回
会
合　

興
味
の
あ
る
方
の
ご
参
加
を

　
　
　

７
月
30
日
（
火
）
午
後
６
時
か
ら
、
市
民
オ
フ
ィ
ス
に
て

石
徹
白(

い
と
し
ろ)

小
水
力
発
電
の
見
学
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
！

６
月
県
議
会
で

　
　
議
員
発
議
に
よ
る

　
　
　
　
公
共
交
通
条
例
が
可
決
予
定

全
国
で
初
め
て

全
国
で
初
め
て


